
１．これまでの取り組み

平成２９年 ６月 アンケート調査

（施設利用者や周辺住民を対象）

７月 施設整備検討

１０月 設計事業者公募

平成３０年 １月 事業協力者公募

２月 事業協力者決定

３月 設計事業者決定

伊方町観光交流拠点施設整備工事設計概要



２．基本設計概要（平成30年8月完成）

（１）基本設計の考え方

「伊方町の西の玄関口として、観光案内、休憩所、販売及び集客
できる施設」を基本方針とし、エネルギービジョンに則した設備導入
をはじめ、既存施設との調和、利用者目線での魅力や利便性の向
上、管理運営目線では、十分な集客を見込める効果的な配置や動
線、管理上効率の良い構造や建材、設備の導入、フェリー客の導線
等を検討し設計にあたった。

施設の特徴としては、エネルギービジョンの一環として、建物の運用
段階でのエネルギー消費量を、省エネや再生可能エネルギーの利
用をとおして削減し、限りなくゼロにするという「ＺＥＢ」を四国で初め
て導入予定。

建物の意匠としては、訪れた方が施設内のどこでも楽しめる施設と
なるよう、日本一細長い佐田岬半島をイメージし、既存施設と横並
びに県道側方面から宇和海に向かって長く配置。

飲食や物販、イベント及び展望施設等、各施設を長い廊下でつなぎ、
廊下の壁には石垣を積み上げ、廊下の先には宇和海を望む展望
デッキを設置した。



（２）敷地面積 6,579㎡

（３）延床面積 約1,900㎡

（４）建物の構造 ＲＣ造+木造ほか 3棟（県道側から順にＡ,Ｂ,Ｃ）
・Ａ棟（アコウ樹テラス）：ＲＣ造 （壁面・柱）+木造 （柱・屋根）
・Ｂ棟（カフェ・イベント）：ＲＣ造 （壁・柱）+木造 （柱・屋根）
・Ｃ-1棟（店舗・ギャラリー棟）：ＲＣ造（壁・柱）+木造 （柱・屋根）
・Ｃ-2棟 （食堂）：ＲＣ造（ピロティ柱・2階床）+鉄骨造（２階柱・屋根）

（５）施設・設備
①飲食施設（レストラン、カフェ）
②物販施設（出展スペース）
③多目的（イベント）スペース
④休憩スペース
⑤展望スペース
⑥トイレ
⑦大型バス駐車場











伊方町地域エネルギービジョン関連整備概要


